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する方法、 (2)線形無定位性フ。ロセスに適用できる方法、 (3)非線形フ。ロセスに対する方法 (4) オンライン
推定法をそれぞれ提案している。これらの提案により、操業中のプロセスの動特性推定の方法が確立
された。特に、困難視されていた無定位性フ。ロセスに対する方法は高く評価され、計測・自動制御学
会より学術論文賞が授与されている。また推定法を非線形プロセスに拡張し、さらにオンラインで推
定できるように工夫して、計算機制御系構成への可能性をひらいた。
以上のように、本論文は制御工学の分野で重要視されている課題に対して、新しい方法を提案し、
かっ、その実用化を可能ならしめたもので、その成果は、理論的・実験的に貴重な知見を与えている。
よって本論文は、制御工学の分野に貢献するところ大で、博士論文として価値あるものと認める。
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